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混合分布や縮小ランク回帰をはじめ, 正則条件を満たさない特異モデルがよく使われている. モデルの妥

当性評価を (対数)周辺尤度で行うことがあるが, 正則条件を満たしている場合は BICにより近似できるが,

特異モデルの場合は BICによる近似は理論的妥当性がない. 特異モデルの場合でも対数周辺尤度 logL(M)
は次の漸近展開を持つことが知られている (Watanabe, 2009):

logL(M) = log p(Xn∣θ0,M) − λ logn + (m − 1) log logn +Rn.

ここで, θ0 = argminθ KL(q∣∣p(θ)), λは実対数閾値, mは実対数閾値の位数と呼ばれるモデル pと真の分布 q

から決まる量であり, RnはOp(1)の確率変数である. この漸近展開に対する近似として, WBIC (Watanabe,

2013)はWBIC= logL(M)+Op(
√
logn), sBIC (Drton and Plummer, 2017)は sBIC= logL(M)+Op(1)の

近似を与える. WBICと sBICでは, 実対数閾値が知られているモデルで数値実験を行うと sBICはWBIC

より真のモデルを選択する確率が高い傾向があることが報告されている (Drton and Plummer, 2017). し

かし, 実対数閾値やその自明でない上限が知られているモデルはまだ少ないため, sBICの適用できるモデル

は少ない. 本発表ではこの sBICの適用範囲を広げることと補正項による改良を試みる.

まず実対数閾値が知られていないモデルに対しては, 実対数閾値を推定して代用することが考えられる.

既存の実対数閾値の推定量 (Watanabe, 2013)は, 不偏となるハイパーパラメータが存在せず, ハイパーパラ

メータによっては推定値が負になり得る. これに対し, 新たに提案された実対数閾値の推定量 (Imai, 2019a)

は推定値が常に正となり, また不偏となるハイパーパラメータが存在する. この方法による sBICの適用範

囲拡大を試みる.

次に, sBICでは (局所的な)最尤推定量を用いているが, 特異モデルでは一般に最尤推定量は存在しない.

また, 局所的な最尤推定量が大局的な最適点とはかなり異なることがあることが知られている. そこで, 対

数周辺尤度の漸近展開に現れる log p(Xn∣θ0,M)の一致推定量で置き換えることで, 局所的な最尤推定量が

良くないケースでも妥当性のある基準になるように補正をする, 特異モデルの情報量規準の標準化 (Imai,

2019b)の適用を検討する.

最後に, 対数周辺尤度の漸近展開に現れる Rnの評価を行い, sBICに反映させることを検討する. 本発表

では Rn の評価 (Imai, 2019c)を用い, sBICの標準化したものに Rn の評価量を加えることで, 対数周辺尤

度の評価の改良を試みる.

当日は上記についての詳細な結果を報告する.
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